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衆
議
院
議
員
松
木
謙
�
君
提
出
サ
ロ
ベ
ツ
川
流
域
な
ど
農
地
の
水
害
補
償
施
策
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
湿
原
や
河
川
に
隣
接
し
、
頻
繁
に
洪
水
被
害
に
遭
っ
て
い
る
全
国
各
地
の
農
業
地
域
に
お
い
て
、
水
害
に
よ

る
営
農
の
困
難
性
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
、
農
地
や
施
設
・
住
宅
の
移
転
補
償
を
行
な
っ
た
事
例
」
に
つ
い
て
は
、
政
府

の
施
策
と
し
て
行
っ
た
も
の
は
、
確
認
し
た
限
り
に
お
い
て
は
、
な
か
っ
た
。
ま
た
、
農
作
物
被
害
に
対
し
て
行
わ
れ
た
補

償
に
つ
い
て
は
、
水
害
等
の
損
害
原
因
別
の
補
償
額
等
を
把
握
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
農
業
者
が
風
水
害
等
の
気
象

上
の
原
因
に
よ
る
災
害
等
に
起
因
し
て
農
作
物
の
損
害
を
受
け
た
場
合
に
は
、
農
業
災
害
補
償
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第

百
八
十
五
号
）
第
八
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
共
済
事
故
と
し
て
補
償
の
対
象
と
な
り
、
同
法
に
基
づ
き
、
そ
の
損
害

の
程
度
に
応
じ
て
補
償
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

サ
ロ
ベ
ツ
川
流
域
に
お
い
て
は
、
国
営
総
合
農
地
開
発
事
業
に
よ
り
農
地
造
成
や
排
水
改
良
等
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
本
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
事
業
実
施
区
域
外
へ
の
影
響
を
十
分
考
慮
し
、
河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律

第
百
六
十
七
号
）
第
九
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
河
川
管
理
者
で
あ
る
北
海
道
知
事
と
協
議
を
行
っ
た
上
で
、
開
発
農
地

一



の
排
水
対
策
を
実
施
し
て
お
り
、
事
業
に
起
因
し
た
洪
水
被
害
面
積
の
拡
大
が
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

一
の
�
に
つ
い
て

天
塩
川
水
系
河
川
整
備
基
本
方
針
に
お
い
て
は
、
「
サ
ロ
ベ
ツ
川
に
お
い
て
は
、
地
域
の
土
地
利
用
、
湿
原
環
境
の
保
全

等
を
考
慮
し
た
治
水
対
策
を
実
施
す
る
」
こ
と
と
し
て
い
る
。
今
後
、
河
川
法
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
サ
ロ
ベ
ツ
川

を
管
理
す
る
北
海
道
知
事
が
天
塩
川
水
系
河
川
整
備
基
本
方
針
に
沿
っ
て
サ
ロ
ベ
ツ
川
に
係
る
河
川
整
備
計
画
を
策
定
す
る

と
と
も
に
、
当
該
計
画
に
基
づ
き
治
水
対
策
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
ま
い
り
た
い
。

二
の
�
に
つ
い
て

本
年
三
月
の
要
望
の
う
ち
、
被
害
農
家
の
移
転
に
対
す
る
補
償
措
置
に
係
る
要
望
及
び
農
地
防
災
事
業
に
係
る
要
望
に
つ

い
て
は
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
泥
炭
土
の
特
質
に
起
因
す
る
地
盤
沈
下
に
よ
り
農
用
地

た
ん

及
び
農
業
用
排
水
路
の
機
能
が
低
下
し
、
湛
水
等
の
被
害
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
国
に
お
い
て
そ
の
被
害
実
態
等

の
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
、
現
在
、
排
水
施
設
の
改
修
等
を
内
容
と
す
る
土
地
改
良
事
業
の
申
請
に
基
づ
く

手
続
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
、
そ
の
他
の
要
望
に
つ
い
て
は
、
二
の
�
に
つ
い
て
、
二
の
�
に
つ
い
て
及

び
三
に
つ
い
て
に
お
い
て
お
答
え
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二



二
の
�
に
つ
い
て

サ
ロ
ベ
ツ
湿
原
周
辺
が
含
ま
れ
る
北
海
道
稚
内
市
並
び
に
天
塩
郡
豊
富
町
及
び
幌
延
町
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
全

域
が
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
（
平
成
十
二
年
法
律
第
十
五
号
）
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
さ
れ
た
地
域

で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
お
け
る
農
地
に
つ
い
て
は
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
実
施
要
領
（
平
成
十
二
年
四
月

一
日
付
け
十
二
構
改
Ｂ
第
三
十
八
号
農
林
水
産
事
務
次
官
依
命
通
知
）
に
基
づ
き
、
急
傾
斜
地
や
草
地
比
率
が
高
い
こ
と
等

の
基
準
を
満
た
さ
な
い
農
地
で
あ
っ
て
も
、
地
域
の
特
性
を
考
慮
し
て
北
海
道
知
事
が
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
等
の
一
定

の
条
件
を
満
た
す
場
合
に
は
、
交
付
金
の
交
付
の
対
象
と
な
り
得
る
も
の
で
あ
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
環
境
支
払
い
」
が
ど
の
よ
う
な
内
容
の
も
の
を
指
す
の
か
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
環
境
保
全
型

農
業
に
取
り
組
む
農
家
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、
食
料
自
給
率
の
向
上
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
我
が
国
に
お
い

て
は
、
休
耕
等
の
促
進
で
は
な
く
、
生
産
性
に
配
慮
し
た
営
農
の
促
進
の
観
点
か
ら
、
地
域
の
環
境
面
で
の
課
題
に
対
応
し
、

地
域
で
ま
と
ま
っ
て
化
学
肥
料
及
び
化
学
合
成
農
薬
の
低
減
に
資
す
る
代
替
技
術
の
導
入
に
よ
り
こ
れ
ら
の
使
用
を
大
幅
に

低
減
す
る
等
の
先
進
的
な
営
農
活
動
を
対
象
と
す
る
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
、
一
定
基
準
以
上
の
飼
料
作
物
の
作

三



付
地
の
面
積
を
有
し
、
化
学
肥
料
を
使
用
し
な
い
飼
料
作
物
の
栽
培
等
の
環
境
保
全
等
に
取
り
組
む
酪
農
経
営
を
対
象
と
す

る
酪
農
飼
料
基
盤
拡
大
推
進
事
業
等
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

特
定
民
有
地
買
上
事
業
は
、
原
生
林
な
ど
国
立
公
園
等
の
区
域
の
う
ち
原
生
的
な
自
然
環
境
を
有
し
、
自
然
保
護
対
策
上

重
要
な
民
有
地
で
あ
っ
て
、
私
権
と
の
調
整
上
、
買
い
上
げ
な
け
れ
ば
厳
正
な
保
護
が
図
ら
れ
な
い
も
の
に
つ
い
て
、
国
に

よ
る
買
上
げ
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
農
地
は
原
生
的
な
自
然
環
境
を
有
し
て
は
お
ら
ず
、
厳
正
な
自
然
保
護
対
策
が
必
要
な

場
所
で
は
な
い
た
め
、
本
事
業
の
対
象
と
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

四


